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8-19 資本主義的生産様式をはじめから際立たせる二つの特徴と資本主義的生産の無政府

性 重要!! （大月版『資本論』⑤ P1124F6-1126B5）

資本主義的生産様式をはじめから際立たせる二つの特徴

「資本主義的生産様式をはじめから際立たせるものは、次の二つの特徴である。

第一に。この生産様式はその生産物を商品として生産する。商品を生産するということ

は、この生産様式を他の生産様式から区別するものではない。しかし、商品であることが

その生産物の支配的で規定的な性格であるということは、たしかにこの生産様式を他の生

産様式から区別する。このことは、まず第一に、労働者自身がただ商品の売り手としての

み、したがって自由な賃金労働者としてのみ現われ、したがって労働が一般に賃労働とし

て現われるということを含んでいる。」(P1124F7-11)
「資本主義的生産様式を特に際立たせている第二のものは、生産の直接的目的および規定

的動機としての剰余価値の生産である。資本は本質的に資本を生産する。そして、資本が

それをするのは、ただ、資本が剰余価値を生産するかぎりでのことである。すでに相対的

剰余価値を考察したときにも、さらにまた剰余価値の利潤への転化を考察したときにも見

たように、この点にこそ、資本主義時代に特有な生産様式はもとづいているのである。─

─この生産様式、それは、労働の社会的生産力の、といっても労働者にたいして独立した

資本の力になっておりしたがって労働者自身の発展に直接に対立している生産力の、発展

の一つの特殊な形態なのである。価値と剰余価値とのための生産は、さらに進んだ展開で

明らかになったように、商品の生産に必要な労働時間、すなわちその商品の価値を、その

つどの現存の社会的平均よりも低くしようとするところの、不断に作用する傾向を含んで

いる。費用価格をその最低限まで減らそうとする衝動は、労働の社会的生産力の増大の最

も強力な槓杆である。といっても、この増大はここではただ資本の生産力の不断の増大と

して現われるだけであるが。」(P1125B7-1126F3)

資本主義的生産の無政府性

「(1)商品としての生産物の性格と、(2)資本の生産物としての商品の性格とは、すでにす
べての流通関係を含んでいる。……前述の二つの性格、すなわち、商品としての生産物の

性格、または資本主義的に生産された商品としての商品の性格からは、価値規定の全体が、

また価値による総生産の規制が、生ずる。価値のこのまったく独自な形態では、一方では、

労働はただ社会的労働として認められるだけであり、他方では、この社会的労働の配分も、

その生産物の相互補足すなわち物質代謝も、社会的連動装置への従属や挿入も、個々の資

本家的生産者たちの偶然的な相殺的な活動に任されてある。資本家的生産者たちは互いに

ただ商品所有者として相対するだけであり、また各自が自分の商品をできるだけ高く売ろ

うとする(外観上は生産そのものの規制においてもただ自分の恣意だけによって導かれて

いる。)のだから、内的な法則は、ただ彼らの競争、彼らが互いに加え合う圧力を媒介と

してのみ貫かれるのであって、この競争や圧力によってもろもろの偏差は相殺されるので

ある。ここでは価値の法則は、ただ内的な法則として、個々の当事者にたいしては盲目な

自然法則として、作用するだけであって、生産の社会的均衡を生産の偶然的な諸波動のた

だなかをつうじて維持するのである。」(P1124B4-1125F10)
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「資本主義的生産の基礎の上では、直接生産者の大衆にたいして、彼らの生産の社会的性

格が、(資本の──青山)厳格に規制する権威の形態をとって、また労働過程の、完全な階

層性として編成された社会的な機構の形態をとって、相対している。──といっても、こ

の権威の担い手は、ただ労働に対立する労働条件の人格化としてのみこの権威をもつので

あって、以前の生産形態でのように政治的または神政的支配者として権威をもつのではな

いのである。──ところが、この権威の担い手たち、互いにただ商品所有者として相対す

るだけの資本家たち自身のあいだでは、最も完全な無政府状態が支配していて、この状態

のなかでは生産の社会的関連はただ個人的恣意にたいする優勢な自然法則としてその力を

現わすだけである」(P1126F6-B8)


